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 ◇器具の取付けは、取付ける天井の強度を確認し、質量に耐えるところに確実に行ってください。
   強度が不足している場合は、補強工事をしてから取付けてください。
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１ページ : 照明器具の取付（施工）についての安全上のご注意
２ページ : 施工時のご注意・部品名称と取付方法
３ページ : 器具取付にあたっての注意事項・定格表
４ページ : LED ユニットについて・照明器具ご使用についての安全上のご注意
　　　　　  保守とお手入れ・アフターサービス

このたびは、YAMAGIWAの照明器具をお買い上げくださいまして誠にありがとうございます。
この説明書をよくごらんのうえ、正しく取付け、正しくご使用ください。
お読みになりましたら、この取扱説明書は大切に保管してください。

LED防雨型シーリングライト

必ず電源を切って行ってください。感電・やけどの原因になります。注意

ＬＥＤユニットについて

照明器具ご使用についての安全上のご注意

・この器具のＬＥＤユニットの交換はできません。あらかじめご了承ください。
・無理に器具を分解して一般のＬＥＤ素子と交換しないでください。　火災・発熱・器具破損の原因になります。
・この器具のＬＥＤユニットの寿命は、３０℃以下の環境・１日１０時間点灯で約40,000時間です。
・ＬＥＤの明るさ、光色には個体差があります。あらかじめご了承ください。

保守とお手入れ

電気工事店さまへ　工事が終わりましたらこの取扱説明書を必ずお客様へお渡しください。

照明器具の取付（施工）についての安全上のご注意

お客様相談窓口

弊社ホームページのお問合せフォームより
ご相談ください。

※ お電話によるお問合せは承っておりません。

https://www.yamagiwa.co.jp/contact/



■取付ピッチ

※ 本品の規格および外観は予告なしに変更する事があります。ご了承ください。

図 5

図 4 電源線防水処理図 3 グロメット処理方法

図 2 防水用シールなどの防水処理

図 1 電源線入り口の処理
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周波数カタログ番号 型   番 ランプ 器具寸法
（奥行き×高さ）

0.8Kg9.2WAC 100V
50/60HzL4284(B・W) B7LK-13B9-1(B・W) φ100×110 ㎜LED(3000K)

8W Ra80

※ 本器具は天井付専用器具です。天井面以外の取付けはでき
ません。

※ 取付部の強度は器具質量に十分耐えられるようにしてくだ
さい。

※ 温度の高くなる場所や湿気の多い場所では、ご使用しない
でください。

※ 天井面に直接水がかかるような場所や水が伝わるような場
所には取付けしないでください。器具結露、浸水の原因と
なり、故障の原因となります。

※　腐食性ガスの発生するような場所や振動のある場所、海岸
　隣接地帯で使用した場合、短期間で器具が破損するおそれ
　があります。
※ 器具はクロス貼りなどの接着剤が十分乾燥してから取付け
てください。塗装などのサビのもとになります。

※ ネジ類は確実に締付けてください。不十分だと器具が落下
するおそれがあります。

※ LEDは色合いや明るさに多少のバラツキがあります。

■ 器具取付の際は、トルクスレンチをご用意ください。
■ 取付用ネジに付いているブッシュは防水・絶縁、両方を兼
　ね備えているので、必ず同梱品のブッシュをお使いくださ
　い。
■ 電源電線は1.6mmを使用してください。

六角レンチ・1本

取扱説明書 (この説明書 )
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※ 器具を設置する前に下図のように分解しておいてください。
その際、接続端子A・Bも分離してください。

　（接続端子Aと接続端子Bを反対方向に強く引っ張れば分離
　します。） ②電源電線(別途施工)を接続端子Bに接続する

 ・電源電線の先端を約7mmストリップし、接続端子Bに入
   線し、マイナスドライバーで締め付け、確実に固定し
 てください。
  (電源電線がヨリ線の場合は、半田上げおよび棒端子で
   末端処理を施してください。ヨリ線のまま接続端子に
   入線すると事故の原因となります。)
※必ずD種接地工事(第３種接地工事)を行ってください。
※接続端子に入線できるサイズは1.6mmまでです。
それ以上の線径のケーブルは接続できません。
※接続端子の入線は１ヶ所に1本です。
それ以上入線することはできません。事故の原因と
なります。

③接続端子AとBを接続する
 ・接続端子AをBに確実に押し込んでください。
   押し込みが不十分だと事故の原因となります。

④本体をフランジに取付ける
 ・本体の内側にあるカギ穴と本体固定ネジの位置を合わ
   せてから、本体をフランジにかぶせて時計回りに回転
   させてください。止まった所で本体固定ネジを締め付
   け、確実に固定してください。

⑤ カバーを本体に取付ける
 ・カバーの凹部３ヶ所のいずれかの位置とカバー固定ネ
   ジの位置を合わせ、本体に押し付けながら時計回りに
   約60°回転させてください。回転が止まった所でカバ
   ー固定ネジを締め付け、カバーを確実に固定してくだ
 さい。
※本体の内側の凸部がカバー溝に引っ掛かっていない
とカバー落下の原因となります。
※本体パッキンが本体に付いていることを必ず確認し
てください。
本体パッキンがないと浸水およびカバー取付不具合
の原因となります。

⑥取付確認をする
 ・最後に、正しく取付けられているか必ず確認してくだ
 さい。

① フランジを取付ける
 ・電源電線(別途施工)をフランジの電源用穴に通してく
   ださい。
・天井の取付面にフランジを合わせ、絶縁ブッシュ付取
   付ネジ(2本)で確実に取付けてください。
※天井面が木造ワイヤラス張り、メタルラス張りの場
合は、絶縁台などを取付けて、取付ネジとラスの間
を絶縁してください。
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取付用トルクスネジ 2 本

① フランジの取付方法
 ・凹凸のない平坦な場所に取付けてください。
   また本体裏面から水のかかるような取付けは避けてくださ
   い。
 ・取付面の凹凸が大きい場合、防水用シール材で埋め(図1)、
   平らに仕上げてから器具を取付けてください。
 ・取付けは同梱の防水・絶縁用ブッシュを使用し、取付ネジ
   で確実に取付けてください。（図2）
※壁面が木造ワイヤラス張り、メタルラス張りの場合は、
　　絶縁台などを取付けて、取付ネジとラスの間を絶縁して
　ください。

② グロメットの処理
 ・→から先の部分をはさみでカットしてください。
   誤って切りすぎたり、穴が避けた場合は防水機能が
   確保できなくなるため、注意してください。（図3）
 ・電源線を通した部分は防水のため、防水用シールな
   どの防水処理をしてください。（図4）

③電源電線(別途施工)を接続端子に電源電線を接続し
てください（図5）

 ・電源電線の先をストリップし、接続端子に入線し、
   確実に取付けてください。
   (電源電線がヨリ線の場合は、半田上および棒端子で
   端末処理を施してください。ヨリ線のまま接続端子
   に入線すると事故の原因となります。)
・必ずD種設置工事(第３種設置工事)を行ってください。
 1） 接続端子に入線出来るサイズは１．６㎜までです。
　　 それ以上の線径のケーブルは接続できません。
 2） 接続端子の入線は１ヶ所に１本です。
　　 それ以上入線することはできません。事故の原因
 となります。

④灯具を取付け板にかぶせ、灯具固定押しネジで確実
に固定してください

φ18 電源用穴
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